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近年にいたるまで日本国民の多くは, 日本の医療は

福袋的, すなわち中身はわからないけれど, 自分にとっ

て良い結果をもたらしてくれるものと思い込み信頼し

てきた. このような国民の感覚や文化が, 医療現場で

の患者やその家族の方々が口をそろえて ｢先生にすべ

てお願いします｣ と言わしめる, 医療者へのパターナ

リズムを生んできたとも言える. しかし 1999 年, こ

のような国民の感覚を一挙に変えてしまうような大事

件が 2件相次いで発生した. 1 つは横浜市立大学病院

において心臓手術を行う予定の患者と肺手術を行う予

定の患者が取り違えられ, それぞれ本来行われるべき

手術と異なった手術が施行された患者取り違え事件,

もう 1つは, 東京都立広尾病院において, 手術後の患

者に対して投与予定であった血液凝固阻止剤ではなく

創部処置用消毒剤が誤投与され, 患者が死亡した事件

である.

これらの事件が国民の医療に関する不信感と不安感

を増長させる契機になったことは否めない事実である

が, さらにエスカレートされた国民感情が, 正当な標

準的医療を施行したにも拘わらず不幸な転帰をとった

患者の家族が ｢医療ミスか医療事故があったのではな

いか｣ とすぐ訴訟に持ち込むような風潮に拍車をかけ

ている現実をもたらし, 医療者の疲弊の一因になって

いるのは嘆かわしいことである. 一方, これらの事件

を受けて, わが国の医療安全対策の基盤整備は急速に

進み, 2002 年に厚生労働省医療安全対策検討会議は

｢医療安全総合推進対策～医療事故を未然に防止する

ために｣ とする報告書を取りまとめた. この報告書の

中に ｢患者の苦情や相談等に対応するための体制の整

備｣ という項目が掲げられ, 特定機能病院および臨床

研修指定病院に患者相談窓口の設置を義務づけるとと

もに, その他の医療機関にも相談窓口の設置を指導す

ることが謳われた.

現在, 全国の多くの病院に患者相談窓口が設置され

ている. この窓口が担当する業務は多種多様で, 患者

やその家族から寄せられる様々な相談や苦情への対応

が含まれるという共通点はあるものの多岐にわたり,

担当する陣容も病院によって異なっている. 医療に関

する患者と医療従事者の関係も時代とともに変化し,

両者の共通理解を基礎に医療が実践される時代になっ

た.

本書は, 患者相談体制に関して先駆的に取り組んで

来られた東京大学医学部附属病院の患者相談・臨床倫

理センタースタッフにより執筆されており, 当センター

に蓄積された患者相談業務の経験や知見が収載されて

いる. 当センターが紆余曲折を経て現在の体制ができ

るまでの経緯を紹介し, 患者相談の実態, 患者相談に

必要な知識と技術, さらには症例検討の形で実例を挙

げて, 個々に対処法が具体的に記述されている. この

ような内容の書籍は,

わが国では現在まで

ほとんど発刊されて

おらず, 其々の病院

の患者窓口相談室に

常備し, 担当者が何

時でも手にとって読

めるように座右の書

として本棚に置かれ

ることをお勧めする.

瀧本 禎之, 阿部 篤子, 赤林 朗 編

『ケースブック患者相談』

書 評

患者相談窓口における座右の書

[評者] 千原 和夫
兵庫県立加古川医療センター 院長／

神戸大学 名誉教授

A5 版 頁 264 2010 年

定価 2,730 円(本体 2,600 円＋税 5％)

ISBN978�4�260�01040�5 医学書院刊

©
IG
AK
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
0

2026/10/01 16:50:02


